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は3g倖用した｡

臨 床 成 紙
●

臨床成績は表示の如(で,13例会例とも効果著しく,中:/{は難卵大の液巴腺腫脹が治療開船後5日Rに小指頭大に

城過したといふ著劫を見たものもあるが (第11例),多(は5日FH,{は始めの･大言の2/3位 になり,10日日頃にIpj:1/3位
に縮少する｡又原状淋巴腺上の皮膚尭赤が滑槌したり(第1,算4,算8,節11例),痩孔が閉鎖したり(第6例),波動

が不著明になった例 ([6-8例)もある0両して末だその遠隔成糖を吟味し得る(/{は至って梧ないが,怜療終了後年/rLF-

l

考 捷

叔上の如 く余等は比較的少量 (1-3g)のス トマイを以て,少数例乍 ら垂例奏効と謂ふ優秀な成蹄を

挙げ得たが,之は (1)屏息淋巴陳内在昏注入法 と同様にス トマイの局所濃度が高い事O (2)寓接

注入法では注入局所 より上流即ち末梢側の潜在病竜狩は葉芽Jが及び難いといふ駅点があるが,余等の方

法では頚部の淋巴腺は悉 く薬剤の挿流経路に入って居る事,等に負ふ ものと考- られ るOその他本法の

長所としては (1)本法は淋巴の白然の流れを利用した ものであって,注射針によって病変部組織を穿

刺損傷する事が無いO (2)淋巴牌は被院で包まれて居る故に,甫嶺注入法に際 しては該隙の苓･量を考

慮に入れねぼならぬが,本法では注射量に制約を受けない等が挙げられる｡

あ と が 卓

余等は日然の淋巴流にス トマイを投じて 淋巴行性に遍 く頚部の淋巴隙を潜流する新治好漢を創案し

好成績を得たのであるが,斯る方法に依る乾酪性病変部-の薬剤の授清彦の問題等,その奏効磯樽は必/
Lも明かでない.今後それ等を吟味すると共に一骨症例を積み,病理組

本法にヒン ト̀を得た他の結核症の治療をも志し度いと考-て居る.
畢 由検索をも加-たい｡靴
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胸 壁 の 厚 さ に 関 す る 研 究
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● ま え が 卓

皮膚表面か ら体壁肋膜迄の距離が何煉あるかと謂ふ事は,人工素的術を開始するに当っての重要関心

事で,菊的術の初心者では殊にその感が深いo然るに成草にはその殆んどが,唯2-3cmと記載 して居

るのみであり,文献上にも詳 しい報告を見ないので,臨床解剖学的興味と菊的術に不慣れな人}rの馬に
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もと考-て測定した｡

測 定 方 法

被槍者 としては,京大締核研究所 ,元都府八木保健所 ,市立京都病院,･国立療養所 日野荘の入院乃至外来嵐聯患者

｢71'気胸開始後年年以内の者で,両も気胸術開始以来,膿胸や横隔膜鴛闇上に達する胸水を余辞 した事のない者197満

を選んだO測宅部位は最 も屡 々気胸術の穿刺場所 となる処の前膝寓線上第4-5肋間腔 (此処は前鋸筋 と内外肋間筋 と

が関係する)(/{統丁 した｡而して三尖端部閉鎖せず両も鋭利な,マン t:1)ン付き気胸針を用いて前記箇所で穿刺産気 し

産気終 ってか らマ ノメー ターに注意 し乍ら極めて徐 々に針を抜いて,マ ノメーターの呼吸性動揺が執 ヒするに華った

蹄間に針を同定 し,針の皮膚を貫 く部e/{稀い丑鉛筆油を塗布して後針を抜去 し,その央端 より亜鉛華油で示された皮

膚境界面迄の長 さを正確に測って胸壁の厚 さとした｡

測 定 ●成 績

(1) 測定誤差, この測定法に熱達すると,同一人を繰返し測定して,測定誤差を 1mm以内に止め

る事が出乗る0

(2) 左右の差, 胸部や管柱に変形,轡曲等の異常を認めない両側測定を行った男女25名に就て,そ

の左右の胸壁の厚さを比較すると,左側は貴大 2.6cm,景小1.0cm,右側は最大 2.9cm,最小 1.25cm

で,個々の場合に左右で3mmも異る者 もあるが,その平均値は左側 1.86±0.07cm,右側 1.92±0.07cm

で,その間には有意の差を認めない｡叉利き手側とそうでない側とを比べると,上記25名中利き手側の

-方が厚い者18名,利き手側の方が反って薄い者7名で,内6名はその差が1mmで,残 りの1名のみ2m m

の差を有して居た｡貴大,貴′j､値は左右のそれに一･致し,その平均値は利き手側 1.94±0.07cm,不利

手側で 1.83±0.07cmで,利き手側の方がそうでない側に比して約 1mm 深いと謂ふ成績を得たが,釈

計学上有意の差ではないo

(3) 男女の差, 男176名と女46名とで胸壁の厚さを比べると男子の最大3.0cm,爵小1.0cm,女子の

費大4.2cm,貴′ト1.2cm で,その平均値は男子1.85±0.01cm,女子2.00±C･03cmであって女子の胸壁

の厚さは男子のそれよりも5%の危険率に於て厚い事を知った｡恐 らくこれは皮下脂肪厚の厚さの差に
よるものと考へられ る｡

(4)身長 と胸壁の厚さ との関係は第1表に示す如 くであって,男女共に両者の間に平行的関係は認

められず,守の低い者が比較的肥満して居る馬か,割合に胸壁が厚いと謂ふ成績を得た｡

第 1表 身長 と胸壁の序 言との関係

(5)休貢と胸壁の厚 さとの関係は第2表に示す如 くであって,体貢が増加するに従って この厚さも
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増加する｡

算 2表 休養と胸壁の度 首との関係

体 重 kg 30ー39 一､40-49､ 50-59 60-69 70以上

･持 0 51 91 30 4
7 31 8 0. 0■

最中 1 3.0 2.7 2.6 2.9

胸 一大 I ー ( l

壁 ′J､ 1.69 1.86. 1.91 2.50

値他潤 土0.06. 主0.03 土0.06 土0.15

(6)胸囲と胸壁の厚さとの関係も前項同様である (Z第3表)O

第3表 胸囲と胸壁の厚 さとの関係

胸 囲 cm 70.1-75.0 75.1--80.0 80.1-85.0 85.1-90.0 90cm以 上

刺a -男女 12 61 71 27 516 18 ll 0 1

最 中 1..8 2.7 3.0 2.3 2.9
胸 大 】 1 l L 1
男-最均 1.0 1.1 1,2 1.5 2.45

壁 ′J～ 1..50 1.79 1.87 1.91 2.61

の 低 値･二最三卜 士0.08 士0.05 土0.01 土0.04 土0.07L2.5 2.2 2.8 4.2

惇 メc- ー ∫ I 甲み

さ ′J､ 1.72 1.97 2.27

(7)叉余等は体重と胸囲とが鋸 陀 ある場合に,第2表,第3表か ら導き出される平均数値を壁

5

簸る式に代入する事によって,胸壁の厚さの近似値が得 られる事を知った｡上式中,Gは第2表上,そ
､
の人の体重の属す集陶の胸壁の厚 さの標本平均値であり,Bは第3表上,その人の胸囲の属する集圏の

胸壁の厚 さの標本平均値であるo

この式を用いて計算し財直を余等の症例197名の実測値 (左右測定者ではその平均値を採用した)′と

比較した処,実測値に一致するもの61例,1mmの差を示す もの68例,2mmの差を示すもの35例,3mm

の差のもの24例,4mm以上の差を示す もの9例であった｡仮 りに2mm以下の差の場合を的中とすると

その的中率は83%となる｡

.今後余等は更に症例を得で,この式の実用債値を検討 し慶いと考-て居るO


